
 
 

町政座談会（日貫地区） 

 

日 時  令和６年１月２３日（木） 

                          １８：３０～２０：００ 

場 所  日貫公民館 

 

 

１．町長あいさつ 

 皆さん、こんばんは。大屋光宏です。大変お世話になりまして、こうやって町長

として立場を変えてお話をさせていただくことができます。ありがとうございます。  

町長就任のときから、いろいろな場でこうやって、皆さんが選挙を通じて邑南町

の今の状況や将来について感心をもっていただいている。それをきちんと町政運営

の力にしたいということで、公民館ごとに毎年行いたいという思いで、時期が非常

に寒い時期になって申し訳ないんですが、こうやって開催させていただきました。

日中お仕事でお疲れの中、また寒い中で、たくさんお出かけいただきまして大変あ

りがとうございます。 

 町長になって、何をやっているかというところなんですが。年が変わりまして、

新年のあいさつでも、職員の皆さんに、私自身もそうなんですが、行政は年度替わ

りというとおり、年が変わったから何かが変わるわけじゃないです。ただ、１月、

２月３月は、今年の仕事をしっかり仕上げていただいて、来年度の準備を一緒にし

てもらいたいという話をしています。私自身も今はまだ、今年度の事業の仕上げで

す。特に大型事業の仕上げです。道の駅だとか、石見中学校、霧の湯はこの４月の

再開に向けて準備をしています。 

一方で、今日から予算査定も始まりました。職員の皆さんにつくっていただいた

予算を町長査定ということで、見させていただいて、このままやるのか、変えるの

か、最後の判断に入っています。皆さんで一緒にという話と、最近は良い循環をつ

くりましょうという話をしているんですが、役場に入って、町長の立場になって初

めてわかるのが、予算についても国が予算をつける。その次に県が、そして町とい

うことで、今、予算準備をしているということは、３月議会は１ヶ月後ですぐです。

その間に来年の準備をするというと、非常に短い間にしなければいけない。 

ややもすると、私も議員をさせてもらいましたが、何でもうちょっと考えて出せ

ないんだろうと思うこともよくあったんです。とりあえずの予算ではないですが、

議決を得て、新年度になってその準備をして事業をする。だから皆さんに新年度予

算でこういうことをしますよと言っても、やるのは７月や８月だったり、建物を建

てるのも１０月になったりということがあるので、それは今の準備がしっかりでき

ていない。それができないまま新年度に入ってしまうと、予算はあるのにすぐにで

きない。それがずるずる遅れて、次の準備も遅れる。来年度はどうなるんですかと

いうようなことを聞かれても、いや、まだ今からですということになって、皆さん

はもう秋には次の年のこと、公民館事業や自治会の活動についても、地域のことで

もそうなんだと思います。早くわからないと、何も準備ができないのにという、ち

ょっと悪い循環で、やむを得ないことはあるんだけど、もう少し早く準備して、き

ちんと皆さんの手元にいろいろな情報が届けられればと思って、職員の皆さんには、

１月、２月は、大変かもしれないけど、死ぬほど頑張ってくださいとまでは言いま

せんが、しっかりと仕事をしてくださいと言っています。それは、皆さんのためで



 
 

すし、自分たちのためだと思っているので、成果としてまた皆さんのお手元に来年

度予算ということでしっかり届けられればと思っています。 

 ちょっと座ってしゃべらせてください。今日は、取り組みたいことと書いていま

す。本当は、町の財政が厳しいとか、人口がどうなっていくということを数字で出

せばいいんですが、なかなか出しにくいところもあります。言いにくいことがたく

さんあるということです。そういうことも踏まえまして、少し話をします。農業振

興で言うと、去年から米の値段が高い、野菜の値段も皆さんが買われる立場だと恐

ろしく高い。買う方は、上がったり下がったり、いろいろあったんですが、つくる

立場の値段としたら、ずっと上がらなかったものが、すごく上がったので、行政や

町の立場からすると、何もしなくて、今年は米を増やすとか、野菜をもっとつくり

たいですという雰囲気が出るかなと思ったけど、あまり聞かれないです。辞めます

という方が多いんだと思います。それは皆さん少し年を取られたというのもあるし、

意欲がということもあるんだと思うんです。そう思うと、せっかくのチャンスです。 

道の駅もよくなるので、少し後押しをして生産を続けてもらう、農地の荒廃を防

ぐということを、しっかりしていかなければいけないと思っています。その中で、

職員の皆さんにも少し話をして、どこまで全員に話が届いたかどうか、それは皆さ

んに聞いてもらう場がなかなかないんですが。邑南町は、面積は変わらない、人口

は減っていく。非常にこれから行政コストはかかります。だから工夫してください

という話をしました。農地もいい場所だけつくって、イノシシやサルが出てやれん

ところは辞めればいいという考え方もあるし、人が住む場所も少しコンパクトにす

れば、水道とか電気とかの設備投資も少なくて維持費も楽だという考え方もあるん

ですが、それをすると、どんどん周辺から廃れて、町の中も住めなくなる。周辺が

あるから今の場所が、いい場所でいるという思いがあるので、まず出来る限り、現

状を応援したいと思っています。 

世帯数は人口が減るほどには、あまり減っていないです。それは二人で暮らして

おられる方が一人になったのかもしれない。訪問する事業であるとか、水道や下水

でもコストがかかるばかりです。だからそれを上回る以上に、町として努力しない

と成り立たないんだと思っています。非常にしわい話ばかりなんですけど、その積

み重ねで成り立っていくのだと思います。毎年、毎年、工夫して少しずつコストが

かかる部分を吸収しながら、気が付いてみたらよくやっているよねという町にしな

きゃいけないと思っています。 

そういうこともふまえながら、少しだけ、資料を元に話をします。 

次第に町長への手紙というものをつけています。皆さんの声を聞かせてください

ということで、こういう会議以外に１２月の広報でちょっと気が付かれなかったか

もしれませんが、１２月の広報には町長室のＦＡＸ番号が入っています。直接、町

長に届くように。あとは、役場の入り口に意見箱があります。あそこに何でもいい

ので、書いて入れてくださいと言っていますが、ＦＡＸは一度も鳴ったことがない

んだと思います。前石橋町長の時代から。意見箱に意見が入ることもほとんどない

です。何も皆さんに思いがなくてというわけじゃなくて、今の時代にＦＡＸでとい

うのも面倒な話なので、家にあるかどうかというのもあります。使い慣れない方も

あるかもしれませんが。 

今回はＱＲコードをつけました。これを読み取っていただければ、メールが直接

私に届くようになっています。仕組み上、お名前を書いていただいたり、連絡先を

書いていただくようになっていますが、それがなくても受付しますので。タイトル



 
 

と思いだけを書いて送っていただければと思いますし、すぐでなくても何日か経っ

てから、やっぱりおかしいなとか、そう思うな、とかいうことがあれば伝えていた

だければと思います。 

これからの邑南町として取り組まないといけないと思っていることを少し書いて

います。今、予算の査定中であります。すぐ予算として形になるか、もしくは準備

でしかできないかはありますが、こういうことはしていかなければいけないだろい

うということを書いていますので、見ていただければと思います。 

町内にいろいろな施設があって、全ての施設が修繕なども終わっていて、新築で

あるとか、何もしなくてもいいのであれば、施設の統廃合は必要ないと思っていま

す。維持費だけで済むのであれば。でも、現実は小中学校の統廃合とか施設の統廃

合と書いていますが、それぞれが建て替え時期を迎えている中で、どうするのかと

いうことがあります。お子さんの数が少なくなったから統廃合しないといけないと

いうこともあるかもしれませんし、施設が維持できない、立て替えが出来ないとい

う部分もあります。学校については、小中学校もそうですし、児童クラブをどうす

るのか、給食センターも２カ所とも古くなっているので、考えないといけない時期

がきています。 

人数の数字を入れなかった理由ですが、参考までに聞いてください。今の小学校

１年生から中学校３年生までは、ほぼ１学年７０人です。小学生は７０人×６で４

２０人くらいいます。全てのお子さんが保育所に通っているわけじゃないんだけど、

保育所の０歳児から、６歳の在籍のお子さんは３００人です。一学年が５０人にな

ります。去年と今年に生まれるお子さんは、去年が４０人、今年１２月までで２８

人です。この数字を出すと、学校が中学校一つ、小学校一つという話になるんです

かということになるので。ただ、それだけ減っている中で、町としてできるのが、

今、４０人であっても、ＩターンＵターンがあってももうちょっと増えるかもしれ

ないです。数字だけで統廃合をするわけではないので。教育の在り方はどうすべき

かという議論があるので、数字が出していませんが、考えていかないといけない時

期が来ていると思っています。 

公共施設についても自治会館は不要だからという意味ではなく、それぞれの地域

でコミュニティの再編ということで、日貫も取り組んでいかれるんだと思います。

公民館単位で一つになったときに、目的がなくなった自治会館は統廃合をしていき

たいと思いますし、斎場についても３カ所必要かどうか。それぞれが古いので、今

後の在り方を考えないといけない時期にきています。 

一方で、やめますという後ろ向きの話ばかりなんですが、使わなくなった施設は

壊すだけじゃなくて、民間でもほかの使い道がある活用策として、調査や検討をし

なくてはいけないと思っています。ほかの自治体では使われなくなった小学校で企

業誘致をするとか、そういう新たな活用も含めて、統廃合、施設の廃止をしていき

たい。そのための準備はしなくてはいけないと思っています。 

住宅についても、それぞれの地域事情があるんですが、町全般で、予算査定をし

ていてもちょっと変だなと思いながらやってきたんですが。町民の皆さんのいろい

ろな目線で見た時に、例えば、バスがそんなに人が乗ってないのに、動かしてどう

するの？無駄じゃない？と思う方もいるかもしれない。それは理由があって、朝晩

の小中学生が使うには必要な大きさだけど、日中は乗る人が少なくて、空で動かす

と無駄だよねという見方もあって。 

町営住宅は、条件が合って、所得要件で入れない方がいて、空きがたくさんあり



 
 

ます。だけど、一般的には、町民の皆さんからは、邑南町には住むところがないと

言われます。ＩターンＵターンをして、病院や福祉施設に勤めたいというときに、

入る住宅がない。それは所得の関係で入れないと。空き家はいっぱいあるんだけど、

活用策を皆さんも考えられたかもしれませんが、若い人にとっては大きいとか、維

持費がかかりすぎるとか。 

今日もちょっと変だなと思ったのは、予算査定をしましたが、民間の業者さんは

県や町の補助金を使って新たに住宅を建てますと申請がきます。ちょうどいい大き

さの住みやすい住宅がないというのが現状なんだと思います。今年度、日貫にも住

宅を１戸でしたか、建てたと思います。そういうところの需要であるとか。日貫に

建てたのは若者定住なので、直接所得に制限がある住宅ではないですが、やはり求

められる住宅がしっかり確保できていないということで、この町に住んでもらえな

いということもあるので、考えていかなくてはいけない課題だと思っています。 

産業振興のことを簡単に説明させていただくと、基本的な姿勢は町内にあるお店

とか、事業者を守っていきたいと思います。経済循環を極力町内でできるようにし

たいという思いがあります。特に、石見は邑南町全体そうですが、全国チェーンの

ドラックストアがないです。アベルにしてもプラザにしても、フーズフーズ、基本

的に皆さん、地元の方がされているお店です。そういう意味では、ほかの町に比べ

て、地元の人が頑張っておられます。日貫でも地域でお店を持たれるとか、そうい

う後押しをしていきたいですし、そのためにはいろいろな経済対策を、さくらカー

ドを使ってできれば。さくらカードが使えるお店と使えないお店があるのはわかっ

ているんですが。それをできるだけ使えるようにしていただければ、町が皆さんに

何らかの支援をしたものが、町内で使ってもらえるという仕組みになるのが一番い

いと思っています。商工業振興にしても、商工会を中心にという思いがあります。 

読んでいただくと何となくわかるかなということで飛ばさせていただいて。 

今日は、教育委員会の教育委員の皆さんとお話をする場をつくりました。総合教

育会議ということなんですが、そのテーマとしてふるさと教育の意見交換をしまし

た。その思いは、町内で人がいない、人口が減る、その原因はいろいろあるんです

が、せっかく矢上高校と石見養護学校の２つの県立高校があって、それぞれに生徒

さんがおられる。特に矢上高校は、県外からも来ていただいている。そういう人た

ちがもう少し邑南町の担い手になり、支えていただきたいという思いがあります。  

そのためにどうしたらいいかということで、矢上高校の卒業生、石見養護学校の

卒業生が町内で就職する。もしくは、外で学んで帰ってきてもらえるという良い循

環をつくりたい。昨年の秋に、役場職員で入られた方は、町外から矢上高校に来ら

れて野球をされて、学校を出られて、またそういうことに関わりたいということで、

この町に来ていただきました。少しずつそういう流れができているので、まずは、

せっかく高校振興をするのであれば、その人たちが、この町の担い手になってもら

えればいいし、そこを応援する意味もあると思っています。 

ちょっと飛ばさせていただいて、子育て村のことを書いています。子育て世代を

応援することをどうなのかという意見もあります。日本一の子育て村という看板は

今でも残っています。この看板は続けたいと思いますが、じゃあ、どういうことが

一番良くて、何をすべきかを、皆さんと一緒に話をしたいですし。こういうことを

してあげるといいよね、やってあげようよということを、まず、しなくてはいけな

いと思っています。 

併せて、福祉施設の在り方と書いています。１２月議会でも一般質問が出ました



 
 

が、社協がデイサービスを辞められます。なんで？と、たくさん言われます。それ

は、高齢者が増えてきているのに、高齢者に対する福祉サービスをなぜやめるのか。

これからこの地域のサービスはどうなるの？という心配があるんだと思います。た

だ、この町の高齢者は増えていないです。これも数字で示してこなかったんですが、

高齢化率は４５％で増えていません。ずっとそのくらいの数字です。でも全体の人

口は減ってきているので、６５歳以上の方は少しずつ減ってきています。そういう

意味では、福祉施設も過当競争とは言いませんが、在り方を考えないと成り立たな

い時代になっています。 

一方で、日本一の子育て村と福祉施設の在り方を並べて書いている意味は、子育

て世代がそのまま今は福祉施設の中心的担い手です。子育てをしながら、働く場所

の大部分は、保育所であるとか、高齢者施設であるとか、病院です。子育ての負担

があると、働くのは大変だし、仕事の負担が大きいと子どもと向き合う時間がない。

そのバランスがとれないと、どうしてもしわ寄せが若い人にいくので、仕事を辞め

る。この町から出て行くという流れになる。そういう部分もきちんと対応しなけれ

ばいけないという思いで、２つ並べて書いています。これからの邑南町の大きな課

題だと思っています。 

一つ飛ばしまして、老人クラブ、一人暮らし世帯をしっかり応援したいと思って

います。基本的には、つながりのある住み心地のよい町と言っています、それぞれ

の年代や世代で、つながりを持ちながら、活躍していっていただきたいと思います。

それは自分たちが楽しまれるのも大事ですし、地域に対して何かしようという思い

を持っていただく。それが形になるということも大事だと思っています。１００歳

大学と書いているのは、１２月議会で提案があったので書きました。人生１００年

なので、仕事を辞めてからその後の人生をどう送るのかを学ぶ場所をつくってほし

いと。近畿ではこういう言葉を使われるそうですが、邑南町で社会教育とか生涯学

習で、こういう学ぶ場がないわけじゃないです。公民館活動とかさまざまなところ

であるんですが、改めて皆さんが学んだりつながる場として、こういう言葉で整理

できればいいかと思っています。 

もう一つは、突然ですが、人間ドックの受診率向上と書いています。非常に財政

が厳しいので、財政が楽ではない。どのくらい大変かと言いますと、今年度やって

いること、建物を建てるとかは別です。道の駅や中学校が終わるので、そういうこ

とを外して、皆さんに対する住民サービスをそのまま来年しようと思うと、５億円

くらいお金が足りません。えーっていう話ですよね。 

ということで、副町長を中心にプロジェクトチームをつくっています。足りない

理由は、どこの町も民間も一緒です。人件費がすごく上がっている。それは自給な

り、そういうのが上がってきていて、それはしないといけないことなので、国の人

事院勧告に基づいて同じようにすると、どうしても１２月に７千万円くらい、予算

を増やしました。そのぐらい毎年増えている。物価高騰や燃料費も上がっているの

で、電気代とかそういうコストも上がっている。 

もう１つは、あまり納得できないんですが、これも皆さん一緒なんだと思います。

世の中で便利になればなるほど、パソコンやシステムとか、一度つくったらおしま

いではないので定期的に更新もしなければいけないし。例えば会社の事務が楽にな

りますよとパソコンを入れたり、こういう会計ソフトがありますよって入れると、

負担は少なくなってもお金が絶対かかるように、どうしてもシステムにお金がかか

ってきます。そういう更新の時期にも入ると、お金が足りない。新たなことをした



 
 

いわけではないけど、最低限のところがまず厳しい。 

最初に話をしましたが、毎年こういうことは起こるんだと思います。その中でど

うしたらいいかということを工夫しながら、これを乗り越えていかなければいけな

いと思っています。皆さんに、これを辞めます、あれを辞めますということを少し

は言うかもしれません。 

ただ一方で、良いことを辞めて新たな負担が生じるということは避けたいなと思

います。その良いことというのが、人間ドックのところに書いていますが、邑南町

は皆さん一人一人の医療費が比較的に安い町です。県内でも安い方です。かかりつ

け医であるとか、邑智病院であるとか、常日頃から気を付けていただいて、きちん

と受診をしていただく。大きな病気が少ないということで、決して大きな病気がな

いということじゃないですが、そういうことが少ないんだと思います。皆さん一人

当たりの払う医療費が少ないので、町としてもそこにかかる経費がすごく安くなっ

ています。それは、保健師さんの活動で検診案内があって、皆さんがきちんと受け

ていただいているからだと思いますが、そういう中で言うと、４０歳代、５０歳代

が、非常に受診率が低いです。そういうところを上げたり、維持しないと今後の医

療費は厳しくなると思います。 

今、邑南町の中でもう一ついいのは、地域おこし協力隊でブドウをつくりに来て

いただいています。大丈夫かなと、皆さん心配していただくんだけど、きちんとブ

ドウという形ができている以上は、しっかりと仕事をされて売り上げも出ているん

だと思います。昔に比べれば、２０代、３０代で農業をする人は多くなったんです

が、２０代は自営業など国民健康保健は、検診案内が１つも来ないです。会社に勤

めていれば別ですが、そういうところもしっかりフォローしないと、今後、難しい

かなと思って書いています。 

その次がよく聞く、部活動の地域移行の準備をしたいと思っています。 

最後に少しだけ書いていますが、定期的な住民の会の開催ということで、この度

こうやって開催させていただいています。以前は、女性だけの会を開いたこともあ

るんだと思います。それがよかったかどうかは別にして、極力いろいろな会を開き

たいと思います。それは、皆さんの声を聞かせてくださいということと、町もいろ

いろなところで困っています。何が困るかというと、いろいろな会があるんだけど、

参加してもらえる人が少ないです。どうしても公募委員さんなどが必要ですが、応

募していただける方が少なくて、誰かにお願いしなければいけない。いろいろな会

を開く中で、人をもっと知りたいという思いもありますし、皆さんにいろいろな場

面で、出られるところへ出ていただければ、お互いに声を掛け合ったり、情報提供

できたり、協力ができるのかなということで、いろいろな思いを込めて、定期的に

そういう会が開ければと思っています。 

飛ばしましたが、その上のところには、職員の副業と書いています。今までは、

役場の人は、副業をしてはいけないと思っていましたが、昔からかもしれませんが、

きちんとして手続きをして許可をもらえば、副業をしてもいいです。お金を稼ぐ副

業もあるかもしれませんが、地域で困っていること、地域行事の担い手になる、自

治会の役をやる、そういうのも副業かもしれません。地域にもっと職員の皆さんが

感心を持ってほしいと思っていますし、その延長線上で、職場のほかの人の仕事に

も感心を持ってほしいと思っています。それがそのまま、それぞれの個々の能力の

向上にもつながりますし、全体の仕事の効率化にもつながるのかなと思っています。

一つのきっかけとして、職員の副業を進められればと思います。使えるものは使っ



 
 

てくださいではないですが、職員の皆さんで頼めることがあれば、頼んでみてもら

って、副業ができるなら許可をもらって、地域のために使ってください。という言

い方は変ですが、生かしてもらえればと思います。 

昔、私も公務員をしていて、こういう話をして思いましたが、公務員はただで使

えるんだから使わないと損だと、地域の人に声を掛けてもらいました。それは祭り

をしたり、イベントをするときに声をかけられれば出て行って、仕事の合間でも職

務の延長でできることもありますし、今は時代が違うので難しいですが、そういう

意味で、もっと職員にも頼っていただいて。ごめんなさい、職員の方もいっぱいお

られるのに、負担に思わないでください。いい意味で、お互いにそれぞれの仕事が

順調に進めばと。 

最後の一言だけ。まだ７時なので、たぶんこの時間に役場の前を通れば、終わる

と８時くらいなんですが、帰りに役場の前を通れば、まだ電気がついています。フ

レックスタイムで全てが全て残業ではないかもしれないけれど、残業をされていま

す。町長の立場で非常に難しいんですが、町民の皆さんのために働いていただいて

いるので、ありがたいという思いと、そこまで頑張らなければいけない、しなきゃ

いけない環境をつくっているのもいけないし、もう少し個々の生活を思えば、何と

かスムーズにという思いもあります。 

今の残業が多い原因が、お金も少ないのに、あんなに仕事をして遅くまでと言わ

れる方もあるんだけど、大型事業が続いて、どうしてもそこに人手が取られていく。

そうすると個々の職場で人手が足りなくなるという悪循環もあります。そういう意

味で、行財政改革、予算を減らすとういのは、いい意味で仕事の負担が減っていけ

ばいいと思っています。 

冒頭にも良い循環と言ったんですが、良い循環を起こしながら、気持ちよく働け

て少し余裕ができて、少し余裕ができて、地域のことも見られるように参加しよう

かとなれば一番いいかなと思っています。 

面積が広い町で人口が少なくなって、一人一人が大事な人です。職員の方で窓口

対応で、町民の方との対応が負担な方もおられます。皆さんも役場に行って、知っ

た人がおらんでやれんという方もおられます。知っていようが知ってなかろうが、

同じ町民で役場で働いておるので、やさしく声を掛けていただければありがたいで

すし、一人一人が大事な町民で、職員で、皆で頑張ろうというつもりでやっていけ

ればいいと思いますので、今後も温かく、ちょっと厳しく言ってもらえればと思い

ます。一方的にしゃべりましたが、以上で終わって教育長に代わりたいと思います。

ありがとうございます。 

 

 

２．教育長あいさつ 

 失礼いたします。教育委員会の大橋でございます。本日はよろしくお願いいたし

ます。日頃より、学校運営、あるいは公民館活動等にご支援ご協力をいただいてお

ります。近いところでは、昨年の１１月２４日でしたか、小学校の１５０周年に参

加させていただきました。地域と共に、地域の協力により、ステージ場で６人の子

どもたちが堂々と自分の言葉で思いを伝えていて、まさに地域との協働活動のおか

げです。学校サイドに立てば、非常にありがたい場面を与えていただいたと感心さ

せられました。本当にありがとうございました。 

本日、お時間をいただいてお伝えしたいことは、お手元に色刷りの資料を用意さ



 
 

せていただきました。全面印刷した面からお伝えしたいと思います。その左側です。

コミュニティスクールという言葉が出て参ります。これは文科省が実際に推進して

おりますけれど、邑南町としても令和８年度の導入をめざして、令和７年度にしっ

かり説明させていただいたり、ご協力いただいたりという準備期間を設けて設置し

ていきたいという思いであります。 

では、コミュニティスクールとは何だろうかということでございます。左の中程

に四角囲いで書いていますが、コミュニティスクールとは、学校運営協議会を導入

した学校となっています。学校運営協議会とは何だろうかというところですが、基

本的には、今、日貫小学校の学校サイドに立ったときに、学校の思いをしっかりと

地域の皆さんに受け止めていただいて、それを何とか形にしてやろうと。すでに協

働体制も構築してあるというようなところでございますので、ベースは学校の思い

を地域が受け止めてというシステムは、もうすでにこの地域はできあがっているん

だろうと思います。 

さらに協議会ですので、右の四角囲みが３つございますが、その一番上、このコ

ミュニティスクールの一つの目玉となるのが、今までは学校の思いを地域が受けて

というところでしたが、コミュニティスクールは学校の経営方針を基本的には校長

先生が毎年つくられるわけですが、その基本方針を地域の皆さま、この協議会が承

認していくという作業が新たに出て参ります。つまり、学校の経営方針にしっかり

地域の思いも入れながら、教育課程を展開していく。これが新たな取り組みになろ

うかと思っております。 

そのページの一番したです。邑南町ではと書いています。これは、以前、もう数

年前になりますが、３００人委員会や１０００人委員会、あるいは公民館をとおし

て、求める子ども像や、思いを共有していこうということも展開しておりました。

その延長上として、このコミュニティスクールとご理解いただければと思っており

ます。 

 続きまして、めくっていただきまして、コミュニティスクール導入のメリットと

書いています。これは四角囲みが２つありますけど、上の方が学校から見たときの

メリットです。学校としては、以前は、教育課程は学校完結型でやっておりました。

それが今、文部科学省も含めて社会に開かれた教育課程を目指すというところで、

地域の方々との協力なしには教育が進まないという意味合いでメリットとして挙げ

させていただきました。 

一方、地域の方から見たときには、学校を核とした地域づくり、地域にとっても

十分にメリットがあるというところで、このコミュニティスクール導入を文科省が

目指しているところです。 

邑南町のイメージとしては、その下に書いておりますが、基本的には小学校単位

でこの協議会をつくっているところが全国的には多いかと思いますが、邑南町につ

きましては、小中学校９年間をぶれずに義務教育を進めていきたいというとこころ、

協議会は中学校区でまずつくっていきたいと思っています。そういう制度設計を含

めまして、来年度しっかりといろいろな機会をふまえてお伝えしていきながら、ご

指導いただき、令和８年度を目指して参りたいと思っておりますので、引き続きご

協力のほど、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

 

 



 
 

３．意見交換 

●大賀総務課長 それでは続きまして意見交換の時間でございます。本日の座談会

は、閉会を８時に予定しておりますので、それまでの間、皆さまからご意見ご質

問をいただきたいと思います。手を挙げていただきますと、マイクをお持ちいた

しますので、恐れ入りますが、お一人一つずつ、ご意見ご質問をしていただけた

らと思います。よろしくお願いいたします。どなたからでも構いません。よろし

くお願いいたします。 

○ すみません、〇〇です。まず町長さんに、就任間もなくすぐにこういった座談

会を開いていただくというは、非常にいい機会ではないかと思っています。新年

度の予算編成時期で忙しい中、こういった場を設けていただくというのは、非常

に良いのではないかと思います。 

 町長さんが、選挙の中でも財政状況のことを特に訴えられて、中でも、私が記

憶にあるのが、経常収支が９９という数字が出たんじゃないかと。つまり１００

万円のうち、１万円しか自由にお金がないという感じかなと。実際は、９３．６

くらいだったように思いますけど、要するに行財政改革をしていく手法と目標と

いうのは、描いておられるのかどうかというところです。なかなか町民は財政の

状況というのがわからないので、わかりやすくするために、そうした手法とか目

標とかそういったところがあれば、聞かせていただければと思います。 

●大屋町長 ありがとうございます。経常収支比率が、９９．９なんです。百万円

あったら、千円しかないんです。わかりやすく言うと、自治会とか集落で、自治

会では予算を組むと思うんですが、ほぼ前年並みのことを同じようにするんだと

思うんです。それ以上にお金が余ることはほぼなくて、最初に言ったとおり、去

年と同じことをしていても、お金が足りませんと。 

結局、９９ではないと思うんですけど、それは予算のときの話なんです。実際、

９３％ぐらいだよねというのは、決算のときです。その差額が自治会とか、いろ

いろなところで言う、繰越金で余っているお金ということになるんです。毎年、

９月に町の決算をすると、４億円前後の繰越金が出ます。それはそのまま次の年

の投資に回せるお金ということなんだと思います。若干、自治会とかと見方が違

って、繰越金は予算上、毎年頭出しの千円か１万円くらいしか取らないので、４

億円とか５億円はあとからつくと思うんですが、そういうことです。 

わかりやすい手法として、今、副町長を中心にプロジェクトチームをつくって

課長補佐クラスの方に各課から出ていただいて、お願いしますという話の中でも、

目標とかわかりやすさというのはあるんだと思います。まず、最低限、貯金を崩

さずにやりたいというのが一番です。 

皆さんの家や自治会と同じです。毎年入ってくるもので普通のことはやりたい。

子どもが大学に行くとかいうのは他に貯金をもっているように、日常の生活は貯

金を崩したくない。貯金というのは財政調整基金という運転資金の貯金を持って

います。１０億円くらいあります。それぐらいあるんですが、いざ災害にあった

らいくらか、そういうところから使うというのがあるので、それを今年度予算は

１億数千万円くらい崩したんだと思います。それをまず崩さずに、毎年出来る予

算を組まないと、５年くらい経つと、次の予算は立てられないので。そこがまず。

それは皆さんには分かりにくいところかもしれまんが、内部でも目標です。 

そこから始まって、初めて投資的なことができる。何かしたいと思えば、どう

やって予算を課すかというところですけど。できれば、最初の２年間でまず今の



 
 

状態を改善したいですと言っています。それは、貯金を崩さずにきちんとできる

仕組みをつくりたい。その後の２年間は将来に向けてということで、今は目の前

のことにお金を使えていますが、次の世代後半はがんじがらめになっています。

がんじがらめというのは、今の大型投資の借金返済が始まるので、さらに何もで

きなくなるところを、少しでも将来も同じように貯金を崩さずにできる。そこで

工夫をすれば、次の投資ができるというようにしたいと思っていますので。 

非常にわかりにくいところはあるんですが。１２月議会でも質問を受けて、町

の予算規模はどれぐらいが適正なのかという中で、最終的に一般会計で１００億

円から１２０億円くらいにまず、できればと思っています。そうするとどうなる

んだということですが、それはお金がきちんとまわって借金をせずに貯金を取り

崩さずにできる規模かなと思っています。なかなか説明が難しいんですが、そう

いう話なので、職員の中でも、もうちょっとわかりやすくと言われているので、

そのへんは少し研究させてください。 

邑南町の人口規模であれば、だいたい国からの交付税などが６０億円ちょっと

だと思うんです。自主財源の税金が１０億円ということは、７０億円でやり繰り

できるはずですよねというのが、国の見方です。ただ、面積が少し大きいとか中

山間直接支払いがあるとか、いろいろなことがあるので、それを足して１１０億

円前後かなと。そこにしなければいけないという思いです。それ以上のところは

やっぱりお金を使いすぎだし、やりすぎかなというところです。 

○ 財政改革というのは大事だと思うんですが、邑南町は非常に厳しいんだよとか、

新規事業はほとんどできないよということだけが一人歩きして、返ってそれが、

今のように若者が不安を抱いたり、定住も阻害されるというか。邑南町に定住し

てもそういった財政状況では、なかなかサービスも受けられないんじゃないかと

かいうような悪循環になったら、本末転倒だというところもあります。これは、

子育てにおいても同じことじゃないかと思います。そのへんのところが我々では

わからないところがいっぱいあると思うんですけど、住民の皆さんにも丁寧に説

明しながら誤解も解いてもらうようなことで、こうした場もまた持っていただい

たりして、取り組んでいただければと思っています。 

●大屋町長 ありがとうございます。あまり、最初に財政の話をしなかったんです

が、何となく楽ではないという思いを持っていただいていると思っていました。

大型投資が続いて、その借金も背負っている中です。〇〇さんと反対の思いも持

っていて、今、本当に大変なので、きちんとして大丈夫ですよということを示さ

ないといけないという思いがあったので。まず財政改革をして、何もできないん

じゃなくて、何かができる町に責任を持ってしますというのが第一かなと思って

います。 

情報の仕方、お知らせの仕方はいろいろあるんですが、やはり、財政改革をし

たので、財政改善しています。毎年、工夫をしています。何とかやり繰りをしな

がら、皆さんのためのサービスは維持してきていますということを、きちんとア

ピールできるようにしたいと思います。ありがとうございました。 

●大賀総務課長 ありがとうございます。ほかの方、ございませんでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○ 〇〇です。大屋町長には、町長就任おめでとうございます。私は大きな荷物を

背負ってもらったなと、町民の安心安全を守るためにこれから、若いので頑張っ

てもらえるだろうという期待をしておるところでございます。 



 
 

私から一点、日貫は町の文化財で旧庄屋屋敷、山崎家があります。これを前の

石橋町長にいろいろ工面なり努力していただいて、屋根が漏るような状況だった

のを改修してもらって、平成の年代に終えました。そして、私も公民館長をやっ

ておりましたが、その後、辞めて２年間くらいは毎週、煙が出るようにというこ

とで。元々が茅という草でございますから、これは傷んだときには即だめになっ

てくるということで、２年くらいは煙を出して、虫がその茅の中に卵を産まない

ようにと思って頑張りましたが、我が家も孫の子守などで松江の方に度々しない

とやれんもので途絶えてしまいました。 

今後、大屋町長はこの山崎邸についてどういう考えを持っておられるかという

ところです。管轄は教育長になると思いますが、それを聞かせていただければと

思います。 

●大屋町長 ありがとうございます。議員もさせていただいていて、個人的にもよ

く日貫を通って浜田に行っていたので、ずっと見ていました。修繕に大変苦労さ

れて、最終的には総葺き替えという経緯も知っています。多聞館も含めてという

経緯も聞かせてもらって、今、多聞館を自治会館と児童クラブが使っていますと

いう話も聞きながら。どうするんですかということを担当課とも話をしています。

歴史があって、あるものは極力という思いがあります。町の悪いところなんです

が、こういう施設もつくっておしまい。修繕しておしまい。何もしなくても何年

も大丈夫でしょうと、この前やりましたよねという感じなんだと思うんです。 

今、〇〇さんがおっしゃっていただいたとおり、使わないとなかなか大変なん

だと思いますし、定期的に管理しないといけないんだと思います。必要なものだ

し、大事だとは思っていますが、ただ話を聞いて、維持していかなきゃ、使わな

きゃということがあるので、それは教育委員会とも話をして、使って維持しなが

ら、長く残したい。そうしないといけないと思うので、その仕組みを地域の方に

していただけるのか、町として定期的に行かなくてはいけないのかを考えさせて

ください。残します、大事ですと言って、何もしないんだったら残せないので。

残すために必要なことは、何をすればいいのかを考えさせてください。 

民間だったら、帳簿にいろいろ数字が出て、投資するのか修繕するのか、どう

するのか、減価償却は合っているのか。町はそれがないので、どうしてもやった

らおしまいになってくるので。こういう場でお話いただいたので、残す為に維持

するために、維持費も含めてどうしていくのかを少し協議させてください。あり

がとうございます。 

○ ありがとうございました。地域も何とか残せるように頑張らなくてはならない

と思います。町長の話を聞いて、相談に乗っていただけるということでありがと

うございます。 

  もう一点、いいですか。発言したい方もおられると思いますが、産直市みずほ、

今度のおおなんの里ですか、道の駅が新しくできつつあります。私も野菜を出し

たり、地域の加工場でつくったお餅もあそこで販売したり、度々、瑞穂へ行きま

す。あそこの売り場がだいぶん空いているときがあるんです。この面積が３倍に

なると聞いておりまして、今つくっている人の３倍以上の人が出荷を始めないと

おそらくガラガラの産直市になって、お客さんが減っていくんじゃないかと心配

しております。 

こういうところは、農協も絡むかもしれませんが瑞穂の地元はもちろんですが、

邑南町の持ち物でありますから、つくったからには、今の庄屋屋敷と一緒で、こ



 
 

れが有効に活用されるように、いい知恵を出していかなくてはいけないと思いま

す。これも町長就任早々で、どういう考えをもっておられるのか。人口減少に反

比例的に面積が広くなったので、そうするものかという心配をしております。 

●大屋町長 ありがとうございます。面積が増えたのは、通路を広くしたり、棚を

高く使っていたものを平で使うという意味でも増えたので、今の産直市みずほの

出荷量で、そこで少しあふれる部分も含めてちょうどいい大きさのはずです。 

すみません、建前の話です。そこまでは、今はそういう計画なんですが、産直

市みずほは元々駐車場も狭くてお客さんも多くて、そこに出荷量もすごく多くて、

売り場面積が狭い。場合によっては制限をして、出荷を遠慮してもらうこともあ

るということで建て替えたので、新しくなった産直市に出荷物がないとか、スペ

ースが空くということはありえないはずなんです。それが始まりです。 

ですので、大きくしたんだけど、ものがないから、何とか町がしてというは、

ちょっとできない話です。建てた意味がなくなってくると思っています。 

ただ一方で、準備してできるまでに１０年近く経ってしまったので、現実的に

生産者も減ってきているということがあります。農業振興の私の立場の思いは、

地産地消とかいろいろあるけれども、町内の生産量が増えてそれが市場にもいく、

直売所にも出るのが理想であって、どんどん減っている生産量を奪い合って、結

局、道の駅にはものがあったけど、町全体では生産量が減っているのではつくっ

た意味がないと思っています。 

冒頭にも言ったとおり、米の値段も高いし野菜の値段も高いんだけど、それが

後押しになっていないということは、町として応援しながら、できれば全体の生

産量が増えて道の駅にもしっかり生産物が並んでいる、雲井の里にもある、でき

れば川本にもあって。２６１沿いで、どこかにものがあって、一か所になくても

他に行けばいいよという形になるように、他に行ってもダメだからというようで

はダメなので。心配される気持ちも十分わかります。そうならないようにまず、

生産者に野菜や米、加工品なりをつくっていただけるように後押しをしていきた

いと思っています。 

〇 ありがとうございました。 

●大賀総務課長 はい、どうぞ。 

○ ○〇と言います。今、老人クラブの日貫悠和会で役をやらせていただいており

ます。邑南町も６５歳以上になりますと、今さっき町長も言っておられましたが、

４５％ということは、４千人を上回るくらいではないか、これからも増えるので

はないかと思います。 

その中で、これから増える高齢者にいかに生きがいをもって、あるいは、若い

方々も高齢者を応援してくださるとかいうようなことで、石原先生がおっしゃっ

ていましたが、ぴんぴんころりで健康寿命を延ばしていこうとおっしゃるわけな

んです。そういったことは、私たち老人クラブの活動の中で、いかに健康を保ち、

いろいろな勉強をしていき、あるいは地域に役立つ、子どもたちの学校教育への

支援であるとか、草刈だとか、そういったことを思って活動しているわけです。

これからも大屋町長さんを含めて町の方でも、そういった助成をしていただいた

り、いろいろな催しものもやりやすよいうにしていただきたいと思うんです。 

まずは、町長にこれから増える高齢者に対しての明るい希望、こういったもの

をお聞かせいただけましたら、我々も希望が見いだされて、これかも、がんがん

やるという思いがするんじゃないかと思います。一つ、よろしくお願いいたしま



 
 

す。 

●大屋町長 ありがとうございます。議員の時代から副議長という立場をさせてい

ただいていましたので、何度か老人クラブの皆さんの会であいさつをさせていた

だきました。そのときにも、グランドゴルフをするようになって、皆さん背筋が

ピンとしてお元気でという話も聞きましたし、毎回、９０歳以上の方を表彰する

んでしたか。参加者の中で、９０歳を超えた方の表彰をされています。そういう

のを見ると、当然、しっかり応援しながら、それがそのまま。皆さんがお元気な

のが一番ですし、小学校や地域の方と交流したり、お米をつくるときにお手伝い

に来ていただいたりというのは知っていますので、頑張って応援したいと思いま

す。 

こういう会を開くと、すぐに頑張りますと言っちゃうので。お金が全てではな

いんですが、健康面や生きがいとか、しっかりと支えていきたいと思いますし、

１００歳大学と書いたとおり、皆さんが自ら学んでさらに意欲が持てるような仕

組みをつくっていきたいと思っています。 

最初に言ったとおり、６５歳以上の高齢者が増え続けるんですが、以前に比べ

て、健康で長く生きられる方が多いので、活動できる期間、皆さんとふれあえる

期間は長いんだと思います。極力応援したいですという思いの中で、こういう場

面では比較的男性がたくさん出られて、女性の方は少ないんですが。おそらく日

常的なところは一人暮らしになると、女性はどんどん出ていけるんだけど、男性

は出にくくなったり、ごみもいつ捨てていいかわからないから、溜まっていくと

か。社会参画が少なくなるのは、男性なのかもしれないです。そういうフォロー

が町として、いろいろな面で負担になってくるのであれば、違うところでしっか

り活動していただくということが大事だと思っていますので。１００歳大学と書

いたのは、老人クラブに関わるのは、保健課も医療福祉政策課など、いろいろな

課が関わると思うので、横の連携の中で進めていければと思います。よろしくお

願いいたします。 

〇 はい、ありがとうございました。 

●大賀総務課長 ありがとうございます。ほかには、いかがでしょうか。 

○ 小中学校の統合のことで、所信表明でも２年を目処に統合に向けて出していく

ということだと思うんですが、それは行財政改革はプロジェクトチームでという

ことで出ていますが、小中学校の統合の件は、どうした形で検討されるのか。あ

るいは、今のように具体的にどのような方向に持っていくのか、どう目指してお

られるのかというところです。そういうところがもし分かれば聞かせていただき

たいと思います。 

私が思いますのに保育所小学校が、先ほど町長さんが言われましたように、周

辺部が疲弊してくる。よく言われる東京の一極集中が、地方版でも同じことだよ

という感じだと思うんです。例えば、例で言ったら申し訳ないんですが、日和は

小学校、保育所もなくなって、ついには店もスタンドもなくなったと。見たら、

矢上のあるところに日和団地ができてしまったよという感じになっていく。それ

はどうしても子育てをすると、環境的に整ったところに移ってしまう形にもなる

んだろうと思うんですが。やっぱり邑南町全体を考えると、均衡のある地域の発

展といか、維持を思えば、保育所、小学校、あるいは生活に必要な店舗など、そ

ういうものが必ずないと若い人も住み続けない。担い手も育たない。子どもさん

も今のように、子育てしていくことができないという形になってきて、それが悪



 
 

循環になって、結果的に邑南町全体が萎縮してしまう形になると非常に危惧して

いるところです。 

そのあたりのことをどうした形で考えられるかということと、教育委員会とす

り合わせができているのかと。先ほど大橋教育長さんとは、新たにこうしたコミ

ュニティスクールの方法を考えるという部分と、それがマッチするのかなと。そ

のところがちょっと、ちぐはぐになっていくようなところも見えるかなというの

もありますので、そのあたりも含めて方向とか、２年間はすぐきますので、皆さ

んにもわかりやすい取り組みを聞かせてください。 

今回すぐにとは言いませんので、ある程度、熟慮が進んで方向的なものが出た

ら、またそういったことを聞かせていただく形になろうと思いますので、そのあ

たりのことをお願いします。 

●大屋町長 皆さんが大変気にされているところだと思います。今、正直、個別の

学校についてどうこうという思いは全くないです。もう一つ、２年間で早くと言

ったのは、最初に言ったとおり、年数を置けば置くほど、お子さんの数が少なく

なって、選択肢が少なくなるという意味があって、今ならいろいろな選択ができ

るだろうと思っています。 

いろいろな選択というのは、今、役場の中でお願いしているのは、教育委員会

には子どもたちの教育として理想とすればどうあるべきか、教育委員会の立場で

考えてくだいと言っています。もう一つ、作野先生のことはご存じで関わりがあ

ると思います。学校の在り方とか、高校の関係で作野先生にはすごくお世話にな

っています。地域みらい課が町長部局なので、その地域との関わり、学校の地域

との関わりの中でどうあるべきかという、作野先生を中心とした思いで一つ検討

をしてくださいと言っています。 

〇〇さんがおっしゃるとおり、地域の在り方の中の学校の位置づけという意味

では作野先生なんだと思います。子どもたちが主体としての教育、どういう学び

をするのが、これからの時代にいいのかは教育委員会のほうで。それで、私は私

で考えないといけないと思っています。来年、一年くらいはその時間をとって検

討して最終的に教育委員会、作野先生の考えの町長部局、私、と思ったときに、

全く同じ答えが出るのか。もしかすると、全く違う答えかもしれないです。それ

ぞれの思いをすり合わせながら、さらにいい形なのか、ほかの形でいくのかはあ

るんですが、まず今は、そういう形で進めさせていただければと思っています。

教育委員会の話も少し。 

●大橋教育長 ありがとうございます。今、町長がおっしゃられましたが、教育委

員会としては、学びの効率を追求していきたいという思いがございます。これは

文科省がいろいろ打ち出してきておりますが、学びの在り方というのは、我々の

小中学校時代からは大きく変わってきております。ＩＣＴ教育もそうですけど。 

一つ、ちょっと時間をいただいて。我々の時代は、新しい漢字が出てきたとき

に、たぶん一斉授業で新しい漢字を１０回ずつ書いて覚えましょうというような

授業展開であったと思います。全員が同じことをして覚えていくということです。

今は、個別最適な学びという少し難しい言葉ですが、学び方も個人的に選んでい

いよという時代になってきています。漢字を１０回書く小学生もおれば、５回で

いい。あるいは、タブレットを使って書き順をなぞって覚えるという学び方もあ

る。つまり先生が教卓で前に立って、板書をしながらの一斉授業というのは少し、

変わりつつあるというようなところで言ったときに、邑南町全体でどんな学びを



 
 

提供していくのが一番良いのか。今、特に学校は、学びの改革というのは、大き

な学校、小さな学校も関係なく、教科書もほぼ毎ページにＱＲコードが貼り付い

ております。いろいろなことを展開しておりますので、何が一番最適なのかとい

うのを教育委員会として責任を持って追求をした後に、在り方について皆さんに

お示ししたいと思っております。以上です。 

●大屋町長 大事な話なので、その他、この件についてご質問があれば、ご意見を

いただければありがたいですし、また後でという方があってもいいです。ＱＲコ

ードを使って、何か思いを伝えていただいても結構ですので。まずは、それぞれ

の立場でやっていこうという中で、そうじゃない方がいいとか、もっとこんな方

法があるんじゃないかとか、検討の仕方もあると思います。 

２年でと言ったのは、結論を先延ばしにしても問題の先送りとは言わないです

が、早く結論を出して、子どもたちは、統廃合は少し時間をかけて、結論が出て、

じゃあ、やるのはその３年後です。そうなると、お子さんは将来がわかりながら、

ここ学校からこっちに行く。途中で突然では、やっぱりちょっと。過去、日和小

学校のときに突然だったので、突然、来年から替わらないといけないというのは、

それぞれのお子さんにとって負担になるので、そういうことはないようにしたい。 

その辺の手法も含めてご意見を聞かせていただいたり、思いがあれば伝えてい

ただければと思います。それ以外のことでも結構ですので、よろしくお願いしま

す。 

●大賀総務課長 それでは、小中学校の統合のことで、ほかの方でご意見ご質問が

ございましたら、お願いいたします。ほかのことでも構いません。よろしくお願

いします。 

  はい、どうぞ。 

○ 子どもたちが日貫小学校には非常に少ないわけなんですが、全国的に犯罪って

いうのが気になるんです。邑南町であってはいけないわけですが、もう少し防犯

カメラや見守りですとか、子どもや高齢者の方にも該当する場合もあるかもしれ

ません。変える場所がわからなくなったような方とか。もうちょっとそういうよ

うなＡＩを駆使したものができるかどうかわかりませんが。監視と言ったら嫌な

んですが、防犯用の安全策を整えていっていければと思います。 

●大橋教育長 ありがとうございます。特に、日貫小学校ですけど、私も何度も職

員室に内線をかけても誰も出られません。ということは全ての先生が教室に上が

っておられるということで、お客様が来ても、たぶんわからない状況だと。今、

〇〇さんがおっしゃられたとおりでございます。 

今、カメラも設置してあるということで、町単独の職員の配置と、カメラは設

置しております。これは１００％ではございませんが、そういったセキュリティ

の強化ももちろん念頭に置きながら、今後も務めて参りたいと思っております。

ありがとうございます。 

●大屋町長 地域全体の見守りの話をさせてください。資料の中でも、保健医療福

祉の充実の２番目の中で、地域内の見守り活動の強化と書いています。町は郵便

局や移動販売の方に見守りの協定を結んで、協力していただいている中で、邑南

町自体も、もう少しすべきかなと思います。 

公用車に全部、邑南町というステッカーを貼ればどうですかと、議会で一般質

問を受けたんですが、今、公用車はいろいろな形で使っているので、個人情報、

守秘義務があって、町の人が行っているのをわかってちゃいけない場所もあるの



 
 

で、それはできないんだけど。 

一方で、安全パトロール中という、邑南町というステッカーを作って、建設課

とか、そういう人たちが問題ないときには、それを貼ってまわればいいのかなと

思います。 

先ほど言われたとおり、地域に行くと意外と自分がどこにいるかわからないと

か、うろうろとされている方もいて、町の車ですとわかれば、声をかけやすいし、

まわりの人にも安心してもらえるので、そういう意味でも、公用車でそういう活

動で意識ができればいいと思っています。 

ライオンズクラブの方にいただいて、いろいろな場所に防犯カメラを付けてい

ますし、それ以外でもいろいろな補助金があったりするんだと思います。また個

別にも聞いていただいて、そういうところでも安心して暮らせるように。皆さん

一人一人が安心ということと、家族の人も、家にお年寄りを置いて仕事に行かな

ければいけないときにも、安心して出られるような環境もつくらないといけない

と思っております。また個別で心配だったら相談していただければと思います。 

●大賀総務課長 ありがとうございます。ほかの方、いかがでしょうか。 

はい、どうぞ。 

○ 福原自治会の○○です。２点ほどお願いします。一つは、町長さんが書いてお

られます今後取り組んでいくことの産業振興の下から２番目です。農地維持のた

めの周辺林地の管理を含めた総合対策の実施ということで、書かれていますが、

非常に興味深いです。できる、できないは別にして、どのような思いなのかとい

うのが１点で。 

それからももう一つは、去年から邑智病院が新しくなっております。私事で、

ちょっとケガをしまして、かなり膝が痛くて水が溜まっていたりということがあ

りました。去年は、まだ昔の入り口から入っておりまして、新しい受付まで行く

のにすごく難儀をしました。今までは受付のところにどなたか一人おったり、お

らんかったりするんですけど、大変助かったんです。今は、前にも誰もおってな

いし、新しいところもおられるのかどうかわからないですが、よく聞くのは、新

しい患者さんはどうすればいいんかと。心配ごとがたくさんあるし、入り口も２

つあるし、職員の方も限られた人数もあるかもしれませんが、要するに困ってお

られる方がかなりおられるんじゃないかと。それはなかなか目に見えないので、

その事情を把握されて人件費の関係もあるかもしれませんが、安定するまでは何

らかの対策をしていただければと。特に高齢者の方は困られるんじゃないかと、

私も含めて、何とかしていただければと思います。以上です。 

●大屋町長 はい、ありがとうございます。最初の話は、全ての農地は守れないけ

ど、今後守っていく農地とそうじゃないところを分けるべきだという議論もある

中で、奥の方の農地をきちんと守らないと、鳥獣害の被害はどんどん里に近くな

るし。水路も奥からきている部分が使えないと、良い場所の田んぼも守れない。

ということは、やはり一番奥を大事にしないといけないという思いで、このよう

に書いています。 

具体的には、ちょっとずるいやり方ですけど、モデル的に全てじゃなくて、環

境贈与税とか使って里山の整備をしています。その中で、同じようにするのであ

れば、農地等の維持も含まれるような場所、水路が守れるような場所を優先的に

やらせていただいて。周辺の林地をきれいにすると見晴らしもいいし、日当たり

もいいし、鳥獣害も減るよねというモデルがつくれれば、次につなげて。少しで



 
 

も自分たちで木を切ろうかなというようになればいいかなと思っています。この

ために事業を組むのは難しいかもしれませんが、今ある事業の中で少し複合的に

効果が高そうなところからしてみて。 

昔、鳥獣害が出ないようにするために、緩衝帯ということで、５メートルくら

い場所を選んで、木を切ったり草を刈ったりした時もあったんですが、それもも

うすごく伸びているので、そういうものも含めながら被害軽減や農地が守れるこ

とも含めて山の整備ができればと思っています。全てが該当にならないかもしれ

ませんが、少しやってみて効果があるようだったら、次も考えていければなと思

います。 

 病院のことですが、伝えます。すみません。新しくなった病院もそうですし、

いろいろなところで不便なことがたくさんあります。造ってみたけど、使い勝手

が悪いところはたくさんあって、皆さんの声を聞きながら、今、改修したり改良

しながらよくしていますので。そういう心配の声とか、使いにくさ、改修中とは

いえ病院ですので、きちんと伝えて改善できるところからしていきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

●大賀総務課長 ありがとうございます。ほかの方はいかがでしょうか。 

○ 地区社協のお世話をさせていただいておりますので、その観点から少しお尋ね

したいんですが。今、高齢者の見守りとか買い物支援ということで、中野のにこ

丸くんという車両をお借りして、毎週水曜日に高齢者の買い物や、見守りの実証

実験をしておるんです。その、にこ丸くんの借り上げ料とか燃料代とか、あるい

は作業をしとる予算は地区社協からいただいておるんです。実際に販売したりす

る作業は、中山間地の集落営農加算というところから支払いをしていただいてお

るんです。これは、来年度はなくなるということも聞いたりするんですけども、

そうなったときには、例えば町からそういう支援をしていただくことができるの

かどうかがわかりますでしょうか。 

●白須副町長 副町長の白須と申します。先ほど、地域の買い物支援で中山間集落

営農加算を活用していただいているということで、〇〇さんがおっしゃるように、

これは国の方では廃止の方向で検討されています。 

ただ、廃止するかわりに、別の事業に乗り換えてもらいたいという依頼も併せ

て町に説明に来られました。別の事業というのは、例えば、農村ＲＭＯというも

のですが、これは町内では出羽、口羽で取り組んでおられまして、来年度も阿須

那で取り組みの検討をされているところです。そういった別の事業があるので、

できればそちらに乗り換えていただければと思います。 

ただこれも、事務手続き的にも負担もあると聞いております。そこは、町の担

当課は産業支援課ですので、しっかりと相談に乗って取り組めるように準備のお

手伝いさせていただきますので、ぜひ検討していただければと思います。 

今すぐに、町が支援しますとはっきり申し上げられないんですが、まずそうい

った別の補助金へというところで相談させていただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

●大賀総務課長 ありがとうございました。ほかにはいかがでしょうか。 

はい、では〇〇さんが最後ということでよろしくお願いします。 

○ 福原の〇〇でございます。ありがとうございます。私は農業をやっているわけ

ですが、ブドウがすごく建設されておりまして、４ヘクタールになるそうです。

町長さんにもご相談したというか、それが、あそこのハウスはもう検査も済んだ



 
 

ようなことを今日聞きまして。それじゃあ、どんな問題があったのかと思いまし

て、考えたところ、私が５０年前に注文した場合に、圃場整備をやったり、ハウ

スの建築が２年越しに完成したわけです。資材もあの当時、高騰で、５人でした

が、若干違ったことがありまして、誰が言ったかわかりませんが、町で調整をし

て５人が同じような金額で、同じような面積で２０アールでございますので、そ

の点は変わりないんですが、土地の不足のことが多少はありました。そこは除外

といたしまして、建設の費用が２年間なので、資材がちょっと差額が出まして、

そこで調整してもらって。ただ５名ですので、調整してもらって同じ面積ですの

で、やっていただいた次第でございます。 

今、ブドウハウスのことですが、私はブドウはようつくりませんが、以前こう

いうことがあったということだけお知らせして、どうなるかわかりませんが。資

材の高騰で上がったりして、早くやった場合は経費が少なくて済む。２年を超え

た場合は資材が値上がりしておりまして、ブドウの生産者のしても均一化がいい

と思いまして。もう返済が行われていることがあったらきっと難しいこともあり

ますが。収穫が、去年から始まっておりますので、そこがどうなるかなと思って。

返済も収穫が始まったので、返済が徐々にあるんか、据え置きがあるんかという

ところで、ご相談ですが、何名が就農されるかわかりませんが、均一の経費で面

積当たりの経費のあれでお願いしたいと思います。 

日貫の方でも〇〇さんがおられまして、店舗にも出しておられます。優秀だな

と思っています。以前のことを出して申し訳ないですが、均一化になれば、均一

化にしてほしいと思います。ブドウの生産者が一丸となって協力し合ってやるこ

とが非常に大事だと思ってご質問しました。ありがとうございました。 

●大屋町長 ありがとうございます。すみません、僕と〇〇さんしかわからないか

ら、この話は。実は、皆さんがすごく心配していただいておって。神紅のハウス

を建ててブドウをつくっていただいていて、大丈夫かと言われるんですが。〇〇

さんもちゃんと形になったブドウができているということは、技術指導を受けな

がら経営としても、単価がいいので、成り立ってきています。 

ただ、今からの心配は、ブドウ栽培は、ブドウもそうなんですが、年々、資材

費が上がってきているので、初期の人と後の人では同じ面積でも、建設費が全く

違います。リースなので１０分の１が自己負担なんですが、その負担が全く違う

ので、最初の人も後の人も同じようにしてあげてくれという話なんです。 

ただ、昔のハウス団地のように、あるときに２年くらいで同じ場所につくった

のはいいんですが、今は場所も違うし、年も違うので、なかなかそれを均一にす

るのは難しいかと思っていますし、昔は皆で何か、覚えがある方も多々あると思

うんですが、補助金をもらうと３人以上とかグループでないと出しませんという

のが、今は個々になってきています。個人個人ということもあって難しいんです

が。 

ただ、せっかく来ていただいて経営として成り立たないといけないので、少し

皆で話をして。建設費が上がっているんだけど、今までどおりにつくると高くな

っちゃうので少し工夫できるところがないのかというのは、今までつくった人で、

これはいらんかったなということもあると思うんです。それも含めて、少し事業

費の見直しをしながら負担を和らげて。 

一方、町としては高く売れるブドウなので、きちんと販売単価を維持して、皆

さんが努力する中で資材費が高くなっても成り立つように応援していきたいと思



 
 

います。それぞれの地域で、ブドウの人は大丈夫かと言われるんだけど、途中で

帰っちゃうんじゃないかと言われる方もあるけど、ちゃんと根付いていただいて

家を建てたり、買われた方もいるし、いろいろな方がおられます。今はブドウだ

けで精一杯かもしれないですが、少し余裕ができて地域のこともしていただけれ

ば、もう少し皆さんも一緒になって応援しやすいかなと思います。 

でも自分のことで精一杯というところも温かく見守っていただければと思いま

す。以前に比べれば、地域おこし協力隊がしっかり根付く仕組みができたので、

皆さんと共に応援できればと思います。いろいろ心配いただきまして、ありがと

うございました。心配なところもフォローしてこの町に根付いてもらえるように

頑張りたいと思います。ありがとうございました。 

○ ありがとうございました。もう一つ、ごめんなさい。矢上運送のバーク堆肥の

ことですが、邑南町としてだいぶ援助していただきましたので、これが継続にな

るかどうかと思って。ぜひとも辛抱のところ、助成していただければと思います。

もう去年で予約が終わりだと聞いたんですが、土作りの対策としてご援助してい

ただけないかと思います。以上でございます。すみません。 

●大屋町長 堆肥の助成について、続けてほしいという。何でここで会話がわかる

かと言うと、いつもの付き合いなのですみません。 

町として久しぶりに、昨年、堆肥助成をしました。すごく昔はやっていたんで

すが、それが必要かどうか、定着しているならしなくてもという見方をした中で、

しばらくしていなかったんですが、使う習慣もなくなってきた。手間もかかるの

でということで、削減してきました。 

今の思いは、成果的には普通の堆肥は結構使ってもらえたんだけど、鶏糞だと

か豚糞のような、ちょっと肥料分が高いものは思ったように使ってもらえなかっ

たです。使い方が難しいのかなと思うので、続けれるかどうかは別にして、ごめ

んなさい、言い方が難しくて。できれば、皆さんが使い慣れなかった鶏糞だとか、

豚糞について、どちらも町内なので。それだけちょっと支援しながら、少し皆さ

んに使ってもらえる仕組みを考えられればと思うので、普通の堆肥はちょっとご

めんなさいかなと思っています。すみません。 

あくまでも町内のものを使ってもらえるように、皆さんに習慣づけて役に立て

てもらえるのが大前提なので、その道筋が出来れば、一旦やめさせていただいて、

できていないものについては、続けさせてもらうことを考えられればと思ってい

ます。ちょっとまだ予算の査定中なので、約束できませんがそういう思いです。 

○ ありがとうございました。時間もオーバーして質問させてもらってありがとう

ございました。 

●大賀総務課長 ありがとうございました。予定をしておりました８時になりまし

たので、これで閉会としたいと思います。閉会にあたりまして、白須副町長から

ごあいさつをお願いします。 

 

 

４．副町長あいさつ 

 今日は、長時間にわたりまして、幅広いご質問やご意見をいただきました。あり

がとうございました。今日のやり取りの中でもありましたが、非常に厳しい財政状

況の中、令和７年度は、大屋町長にとって初めての予算編成になります。厳しい財

政状況ということもありまして、毎年、予算編成の段階では町長から来年度の基本



 
 

方針を示して、それに基づいて、予算の編成作業を進めます。今年の方針は、財政

再建という方針となっております。こういったように、現在、事業の検証を一つ一

つ行って、見直すところを見直す。これは単年度もそうですが、段階的に見直すと

いうことも含めて、見直すという姿勢で今、取り組んでいるところです。新年度予

算におきましては、そういった見直しなども行っておりますので、少なからず皆さ

んの生活や事業活動に影響があるかもしれませんが、そういったところはしっかり

説明をさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 そういった際には、ぜひ、ご意見をしっかり聞いて帰りたいと思っております。

いただいた意見につきましては、またその次の予算編成の参考にしていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いします。 

 また、小中学校の在り方とか、地域コミュニティの再編につきましては、検討を

進めていただいているところでございます。そういったことも中長期的に取り組ま

なければいけないことも皆さんとしっかり情報共有させていただいて、皆さんと一

緒に協働という立場で取り組んで参りたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 最後になりますが、遅くお集まりいただきまして、ありがとうございます。時間

が限られておりましたので、質問したくても出来なかった方もいらっしゃるかと思

いますが、冒頭に町長が申しましたＱＲコードを読み込んでいただいて、ご意見を

いただくなり、ＦＡＸも活用できますので、ぜひご意見をいただければと思います。

お帰りの際には、交通安全に注意をしていただいて、事故のないように帰っていた

だきたいと思います。本日は、長時間にわたり、ご質問ご意見をいただき、ありが

とうございました。また今後ともよろしくお願いします。以上です。 

●大賀総務課長 以上をもちまして、閉会といたします。ありがとうございました。 


